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表１　みどりの基本計画生物多様性ちがさき戦略における評価の実施時期
R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度
2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度 2026年度 2027年度 2028年度 2029年度

表２　みどりの基本計画生物多様性ちがさき戦略における評価の実施時期
R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度
2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度 2026年度 2027年度 2028年度 2029年度

 「茅ヶ崎市みどりの基本計画 生物多様性ちがさき戦略」における計画の適切な進行管理に基づく評

価の実施については、前述のとおり計画期間の前期及び後期終了後に審議会による評価を実施すること

としています。しかしながら、このスケジュールでは評価の結果を次年度以降の施策に適切に反映させ

ることが難しいこと、第４回自然環境評価調査の結果を踏まえた評価を実施するため、前期評価、後期

評価を一体的に実施する期末評価を実施することとします。評価結果については、次期計画策定へ反映

させるものとします。

(２)適切な進行管理を実施するための評価の実施時期等の変更について

(１)茅ヶ崎市みどりの基本計画 生物多様性ちがさき戦略における適切な進行管理

 「茅ヶ崎市みどりの基本計画 生物多様性ちがさき戦略」第6章において、計画の適切な進行管理を

位置付けており、計画立案(PLAN)、事業実施(DO)、進捗状況の評価・検証(CHECK)、計画改善

(ACTION)を基本のサイクルとしたＰＤＣＡサイクルをもとに、重点的に進める事業を中心とした適切

な進行管理を行うものとしています。

 計画を着実に推進するために、計画期間の前期及び後期終了後に茅ヶ崎市みどり審議会（以下、審議

会という。）による評価を実施するとともに、進捗状況等について審議会へ報告することとし、事業改

善、事業計画の見直しを行いながら計画を推進します。

期末評価
後期評価前期評価

みどりの基本計画 計画期

前期評価 後期評価

計画期間
みどりの基本計画 計画期間

改定作業

第4回自然環境評価調査

自然環境評価調査・市民満足度調査の結

果を踏まえ期末評価を実施。評価結果を

次期計画策定に反映する。

市民満足度調査
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(３)茅ヶ崎市みどりの基本計画 生物多様性ちがさき戦略に係る進捗状況報告・期末評価
について

 本計画における施策の進捗状況については、重点的に進める事業の進捗状況は毎年度、個別施策の進

捗状況は概ね３年度毎に審議会へ報告することとしていますが、評価の実施の変更に伴い、毎年度事業

の活動状況（実績）等の報告を行うものとします。

 なお、期末評価にあたっては、３つの基本方針ごとに設定した「計画の進捗状況を確認する指標」の

推移と画施策におけるこれまでの活動実績から、基本方針ごとに施策の実施効果について分析・考察を

行います。

(４) 進捗状況報告・期末評価を行う際の留意点

 進捗状況報告及び期末評価を実施するにあたり、次の２点に留意します。

①活動実績など数値的なデータを用いて、施策の効果等について分析・考察する。

 計画の進捗状況報告や期末評価にあたり、前年度の取組結果を記述するのみでなく、各施策に示した

活動（実績）から、可能な限り、施策を実施した効果について分析・考察します。期末評価の際には、

基本方針ごとに設定した指標の推移及び施策の実施効果等について分析考察を行います。

②分かりやすい進捗状況報告書の作成

 進捗状況報告をまとめるにあたり、第３者でも親しみの持てるものとなるように、「簡潔な文章」、

「分かりやすい表現」」に留意します。

(５) 進捗状況報告の見直しについて

 進捗状況報告の様式、活動、活動量の数値設定など進捗状況報告の実施方法については、毎年度の進

捗状況報告に対する審議会の意見等を踏まえ、必要に応じて見直します。
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▼基本方針 ▼施策

基本方針２
　生きものが生息・生育

するみどりの確保

基本方針３
　みどりと人々がであう

協働のしくみづくり

　
基
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㉒事業者との連携

⑧防災・減災機能を持つみどりの充実

⑨景観・文化資源を形成するみどりの充実

⑩河川のみどりの充実

⑪海岸のみどりの充実

⑫農地のみどりの充実

㉕進行管理

⑦都市拠点のみどりの充実

基本方針１
　人々が身近にふれあう

みどりの充実

⑤道路のみどりの充実

⑥民有地のみどりの充実

⑬特に重要度が高い自然官児湯の確保

①公園整備の推進

②公園施設長寿命化や公園リニューアル

③公共施設のみどりの充実

⑱庁内及び関係機関との連携

⑭生きものが生息・生育するみどりの確保

⑮絶滅危惧種対策

⑯外来種対策

⑰自然環境評価調査の実施

⑲生物多様性の保全活動を推進するしくみづくり

(6)　茅ヶ崎市みどりの基本計画 生物多様性ちがさき戦略の体系図

　
将
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㉔資金の充実

㉓人材育成

⑳市民との連携

㉑教育機関との連携

④学校のみどりの充実
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施策１ 公園整備の推進

施策２ 公園施設長寿命化や公園リニューアル

施策３ 公共施設のみどりの充実

施策４ 学校のみどりの充実

施策５ 道路のみどりの充実

施策６ 民有地のみどりの充実

施策７ 都市拠点のみどりの充実

施策８ 防災・減災機能をも持つみどりの充実

施策９ 景観・文化資源を形成するみどりの充実

施策１０ 河川のみどりの充実

施策１１ 海岸のみどりの充実

施策１２ 農地のみどりの充実

２　基本方針１　人々が身近にふれあうみどりの充実
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１．自己評価

〇各施策の取組と効果を総括

〇課題と今後の方向性

基本方針（１）に係る取り組みについては、緑地の確保量としては、保存樹林及び生産緑地等の減少
により減少しましたが、「河童徳利ひろば」を都市公園として整備し、一部の取り組みについては進
捗が図られました。
令和４年４月１日時点における市街化区域の緑地の面積は、１８５．４５ヘクタールで、市街化区域
面積２，２２１ヘクタールに対し、８．３５％となっています。計画策定時の基準となっている緑地
の面積（平成３０年４月１日時点）は、１９１．３８ヘクタールであったので、４年間で５．９３ヘ
クタール減少しています。
「河童徳利ひろば」は寒川町との市境の小出川大曲橋周辺の生きものの移動経路として重要な場所に
あり、公園空白地の一部解消につながりましたが、依然として、南部を中心に公園・緑地が不足して
いる地域が多くあります。
　中心市街地では、市役所の本庁舎前広場が憩いの場所として、また、生きものの移動経路として重
要なみどりとなっています。春から夏にかけては、芝生をつつくムクドリが増え、エサとなる虫が増
えてきていると推測されます。また、クマゼミの幼虫が地中から出てきた跡も多くみられるようにな
り、生きものの生育環境となっていることがうかがえます。
市街化区域にある農地については、平成２７年４月に都市農業振興基本法が制定され、これに基づく
都市農業振興基本計画において、市街化区域内の農地は、「宅地化すべきもの」から都市に「あるべ
きもの」として位置づけられたことに伴い、引き続き都市農地の保全を図るため、平成３０年３月に
特定生産緑地制度を創設しています。市では、指定から３０年が経過しようとする生産緑地につい
て、特定生産緑地の指定手続きを進め、令和３年度は８０件（１０３箇所）を指定し、都市農地の保
全が一定程度図られたものと認識しています。
民有地の緑地については、所有者の都合による保存樹林の指定解除が進んでいます。令和２年度から

基本方針１ 人々が身近にふれあうみどりの充実

　公園や市街地に残された樹林などの民有地、街路樹などの様々なみどりを保全・再生・創出するこ
とで、みどりとのふれあいの機会の提供やみどりの多様な機能を活用し、豊かな生活を送ることがで
きるまちづくりを推進します。

基本方針（１）に係る取り組みについては、緑地の確保量としては、保存樹林及び生産緑地等の減少
により減少しましたが、「河童徳利ひろば」を都市公園として整備し、一部の取り組みについては進
捗が図られました。
令和４年４月１日時点における市街化区域の緑地の面積は、１８５．４５ヘクタールで、市街化区域
面積２，２２１ヘクタールに対し、８．３５％となっています。計画策定時の基準となっている緑地
の面積（平成３０年４月１日時点）は、１９１．３８ヘクタールであったので、４年間で５．９３ヘ
クタール減少しています。
「河童徳利ひろば」は寒川町との市境の小出川大曲橋周辺の生きものの移動経路として重要な場所に
あり、公園空白地の一部解消につながりましたが、依然として、南部を中心に公園・緑地が不足して
いる地域が多くあります。
　中心市街地では、市役所の本庁舎前広場が憩いの場所として、また、生きものの移動経路として重
要なみどりとなっています。春から夏にかけては、芝生をつつくムクドリが増え、エサとなる虫が増
えてきていると推測されます。また、クマゼミの幼虫が地中から出てきた跡も多くみられるようにな
り、生きものの生育環境となっていることがうかがえます。
市街化区域にある農地については、平成２７年４月に都市農業振興基本法が制定され、これに基づく
都市農業振興基本計画において、市街化区域内の農地は、「宅地化すべきもの」から都市に「あるべ
きもの」として位置づけられたことに伴い、引き続き都市農地の保全を図るため、平成３０年３月に
特定生産緑地制度を創設しています。市では、指定から３０年が経過しようとする生産緑地につい
て、特定生産緑地の指定手続きを進め、令和３年度は８０件（１０３箇所）を指定し、都市農地の保
全が一定程度図られたものと認識しています。
民有地の緑地については、所有者の都合による保存樹林の指定解除が進んでいます。令和２年度から
３年度に移るときの指定解除はありませんでしたが、３年度から４年度に移るときには、１件、面積
約８７０㎡の指定解除があり、市南部の住宅地の緑地が減少しました。保存樹林の指定実績は、令和
４年４月１日時点で２７件、面積約３４，０００㎡となっています。
一定規模の集合住宅や店舗等の開発行為については、「茅ヶ崎市のまちづくりにおける手続及び基準
等に関する条例」に基づき、開発事業者に対し、建築予定地面積のうち原則として１５％の植栽地を
設置するよう指導し、令和３年度は、１９件、約３，３００㎡の植栽地の設置を誘導しました。

基本方針の各施策における取組状況や効果について、具体的な

数値等を活用して総括を記述。

報告：毎年度の活動状況等について総括を記述

評価：指標の推移を勘案して、取組状況や効果について総括を

記述

基本方針に取組状況や効果の分析・検証から課題と今後の方

向性について記述

報告：毎年度の分析・検証から記述

評価：指標の推移を勘案して、これまでの分析・検証から記述
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２．指標の推移

① 緑地の確保目標量

実績 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R10

② 都市公園等の施設として整備すべき緑地の目標

実績 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R10

3.58

4.98

R10時点の目標値

4.95

192.60

8.67

689.7

19.29

　人々が身近にふれあうみどりや生きものが生息・生育するみどりを確保の状況を、次の指標から把
握し、施策実施の効果を検証します。

R10時点の目標値

市街化区域面積に
おける緑地面積
（割合）

都市計画区域面積に
おける緑地面積
（割合）

面積(ha）

割合（％）

面積(ha）

割合（％）

8.62

191.38

18.48

㎡/人

㎡/人

都市公園の
市民一人当たり面積

都市公園等の
市民一人当たり面積

660.7

3.37
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R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

か所数
整備面積

箇所
ha

箇所
ha

箇所
ha

箇所
ha

公園緑地
課

面積 ㎡ ㎡ ㎡ ㎡
公園緑地
課

平均面積 ㎡ ㎡ ㎡ ㎡
公園緑地
課

協議件数 件 件 件 件
公園緑地
課

か所数
整備面積

箇所
ha

箇所
ha

箇所
ha

箇所
ha

公園緑地
課

検討数
開設数
面積

0箇所
0箇所
0ha

0箇所
0箇所
0ha

0箇所
0箇所
0ha

1箇所
0箇所
0ha

景観みど
り課
公園緑地
課

か所数
面積

箇所
ha

箇所
ha

箇所
ha

箇所
ha

公園緑地
課

団体数
活動個所数

団体数
活動個所数
0ha

団体数
活動個所数
0ha

団体数
活動個所数
0ha

団体数
活動個所数
0ha

景観みど
り課
公園緑地
課

か所数
面積

箇所
ha

箇所
ha

箇所
ha

箇所
ha

公園緑地
課

○取組内容（実績）

　市民一人当たりの都市公園面積については、令和４年度に主に住宅開発等に伴う公園・緑地整備によ
り、景観法に基づく協議を実施しながら○○箇所、△△㎡整備したことにより、○○㎡/人となりまし
た。また、公園・緑地が不足している地域において、借地公園制度を活用することにより、身近なレク
リエーション空間の充実に取り組みました。
　公園・緑地の維持管理については、○○か所の維持管理を行うとともに、公園愛護協会により○○か
所の公園において、市民や事業者などととの協働による適正な維持管理が行われました。

景観法に基づく公園
協議

都市公園の
整備状況

市民一人当たりの都
市公園面積

街区公園１か所当た
りの面積

借地公園の整備状況

市民緑地の開設
（再掲候補）

維持管理対象公園数

公園愛護会活動
（再掲候補）

①公園整備の推進（重点）

担当課

取組　地域に親しまれる都市公園の整備・維持管理の推進

　施設緑地の中核となる都市公園について、公園・緑地が不足している地域での公園整備を推進すると
ともに、立地特性や自然環境を生かしたレクリエーション拠点としての機能の充実を図り、周辺のまち
づくりと調和のとれた整備を進めます。また、地域住民に親しまれる公園・緑地とするため、市民や事
業者などと協働により、適切な維持管理等に取り組みます。また、民間活力を導入した整備や借地によ
る整備など、公有地化だけでなく、整備に向けた様々な制度などの活用を図ります。

事業量（実績）
活動内容

・公園整備にあたっては、公園が不足し充実が求められる地域への配置を推進します。
・公有地化による整備だけでなく、Park-PFIなど民間活力を導入した整備や借地による整備などを推進
　します。
・市民に親しまれる公園とするため、近隣住民との協議や景観法に基づく協議を活用します。
・周辺のまちづくりと調和のとれた公園とするため、必要に応じて公園区域の見直しを検討します。
【重点的に進める事業】
　公園が不足し充実が求められる地域での公園整備の検討

当該年度の活動内容における事業量（実績）を基に、取組内容

（実績）について記載する。重点事業が紐づく施策については、重

点事業に関する取組内容（実績）も記入する。
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○取組の効果

　開発行為等に伴う公園・緑地整備のため、都市公園の整備が進んでいるものの、街区公園１か所当た
りの面積は○○㎡となっており、身近なレクリエーション空間として十分な確保に繋がっていないと考
えれます。そのため、主に公園・緑地が不足している地域において、○○箇所の借地公園を設置してい
るほか、市民緑地の開設に向けた検討を進め、地域におけるうるおいのある空間整備を進めることがで
きました。

当該年度の活動内容における事業量（実績）を基に、取組内容

（実績）について記載する。重点事業が紐づく施策については、重

点事業に関する取組効果も記入する。
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